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第 1 回 茶 話 会 
 

平成 27 年度には、卒業生への支援活動の手始めとして、茶話会を開催した。この会は、

卒業生同士の近況報告や各職場の情報交換、本学教員と自由に語り合う場とし、体験を

共有することで、モチベーションを高め今後の看護活動に生かすことを目指し企画した。 
開催日は、新潟県立看護大学の大学祭である桜蓮祭の日、すなわち 10 月 31 日(土)と

し、11 時から 1 時間程度で行った。卒後 1・2 年目の卒業生に対して参加を呼びかけ、

卒業 1 年目(平成 26 年度卒業)の卒業生のうち、県内に就職した者 4 名のほかに、県外か

らも 5 名が集った。教職員の参加者は、学長、看護研究交流センター長、前看護研究交

流センター長、在学当時の担任(本学教員)、元本学教員、看護研究交流センター職員など

であった。 
テーブルを囲み、お茶を飲みながら、就職して大変だったこと、学生時代にもっと学

んでおいたら良かったと思うこと、卒業後大学に期待していることやしてほしいことな

どについて、自由に語り合った。今回の茶話会については、「卒業後はなかなか交流の機

会がなかったが、情報交換の場ができてよかった」「気分転換になり、元気になった。」

「悩みを話せる会として、この会を続けてほしい。」という意見や感想があった。また、

卒業生から在学生へ、「今ある時間を大切に」「自分の夢に向かって頑張って」などの貴

重なメッセージを記入してもらい、在学生が閲覧できる場所に掲示した。 
 

 

 
 

Ⅳ．平成 27年度地域課題研究報告 


